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【手続補正書】
【提出日】平成29年2月13日(2017.2.13)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　コンピューティングデバイスを使用して、複数のアクセスポイントの各アクセスポイン
トのための識別子を使用して第１の領域内の前記複数のアクセスポイントを識別すること
と、
　前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントに位置支援品質値を関連付けること
と、
　前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントの前記位置支援品質値に基づいて前
記複数のアクセスポイントのサブセットを選択することと、
　前記複数のアクセスポイントの前記サブセットのための識別子を含む支援データを生成
することと
　を備え、
　名前品質値と、名前量値と、モバイル品質値とを使用して前記位置支援品質値を計算す
ることをさらに備え、
　前記位置支援品質値を計算することが、さらに
　アクセスポイントの第１のグループを識別するために、前記複数のアクセスポイントの
各々の前記名前品質値、前記名前量値、および前記モバイル品質値から前記アクセスポイ
ントの第１のグループを決定することと、
　前記アクセスポイントの第１のグループの各アクセスポイントに関する水平精度低下率
（ＨＤＯＰ）情報と受信信号強度インジケーション（ＲＳＳＩ）ヒートマップ情報とを受
信することと、
　前記ＨＤＯＰ情報および前記ＲＳＳＩヒートマップ情報から信号品質値を計算すること
と、
　前記信号品質値を使用して前記位置支援品質値をさらに計算することと
　を備える方法。
【請求項２】
　位置サービスに対する要求に応答してモバイルデバイスに前記複数のアクセスポイント
の前記サブセットに関する前記支援データを通信することをさらに備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
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　前記位置支援品質値が、以前に決定されたベンダーの優先順位に基づく第１の品質値を
備える、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記位置支援品質値が、特定のベンダーに関連付けられたアクセスポイントの数に基づ
く第２の品質値を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項５】
　前記位置支援品質値が、モバイル側チップに関連付けられた値を備える、請求項１に記
載の方法。
【請求項６】
　前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントの前記位置支援品質値に基づいて前
記複数のアクセスポイントの前記サブセットを選択することが、前記複数のアクセスポイ
ントの前記サブセットからモバイルチップセットを有するものとして識別されたアクセス
ポイントを排除することを備える、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　位置支援サーバに前記支援データを通信することをさらに備える、請求項１に記載の方
法。
【請求項８】
　前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントのための前記識別子を使用して前記
第１の領域内の前記複数のアクセスポイントを識別することが、
　前記第１の領域内の第１の位置で前記コンピューティングデバイスを備えるモバイルデ
バイスを使用して、前記複数のアクセスポイントの少なくとも第１の部分からの信号の第
１のセットを受信することと、
　前記第１の領域内の第２の位置で前記モバイルデバイスを使用して、前記複数のアクセ
スポイントの少なくとも第２の部分からの信号の第２のセットを受信することと、
　前記複数のアクセスポイントの前記第１および第２の部分の各アクセスポイントに前記
複数のアクセスポイントの各アクセスポイントのための前記識別子に対応する識別子の第
１のセットを関連付けることと
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項９】
　前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントのための前記識別子を使用して前記
第１の領域内の前記複数のアクセスポイントを識別することが、
　単一のアクセスポイントに関連付けられた複数のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）を識
別することと、
　前記単一のアクセスポイントに関連付けられた前記複数のＭＡＣを仮想アクセスポイン
トに合併することと、
　前記仮想アクセスポイントに第１の識別子を割り当てることと
　を備える、請求項１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントに前記位置支援品質値を関連付ける
ことが、前記仮想アクセスポイントに第１の位置支援品質値を関連付けることを備える、
請求項９に記載の方法。
【請求項１１】
　請求項１～１０のいずれか一項に記載の方法を実行するためのコンピュータ可読命令の
コンピュータプログラム製品を備える、非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
【請求項１２】
　複数のアクセスポイントの各アクセスポイントのための識別子を使用して第１の領域内
の前記複数のアクセスポイントを識別するための手段と、
　前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントに位置支援品質値を関連付けるため
の手段と、
　前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントの前記位置支援品質値に基づいて前
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記複数のアクセスポイントのサブセットを選択するための手段と、
　前記複数のアクセスポイントの前記サブセットのための識別子を含む支援データを生成
するための手段と、
　名前品質値と、名前量値と、モバイル品質値とを使用して前記位置支援品質値を計算す
るための手段と、
　前記アクセスポイントの第１のグループを識別するために前記複数のアクセスポイント
の各々の前記名前品質値、前記名前量値、および前記モバイル品質値からアクセスポイン
トの第１のグループを決定するための手段と、
　前記アクセスポイントの第１のグループの各アクセスポイントに関する水平精度低下率
（ＨＤＯＰ）情報と受信信号強度インジケーション（ＲＳＳＩ）ヒートマップ情報とを受
信するための手段と、
　前記ＨＤＯＰ情報および前記ＲＳＳＩヒートマップ情報から信号品質値を計算するため
の手段と、
　前記信号品質値を使用して前記位置支援品質値を計算するための手段と
　を備えるコンピューティングデバイス。
【請求項１３】
　位置サービスに対する要求に応答してモバイルデバイスに前記複数のアクセスポイント
の前記サブセットに関する前記支援データを通信するための手段をさらに備える、請求項
１２に記載のデバイス。
【請求項１４】
　請求項１２に記載のコンピューティングデバイスを具現化するプロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたアンテナと、
　前記プロセッサに結合されたコンピュータ読み取り可能なストレージデバイスと
　を備え、
　前記アンテナが、複数のアクセスポイントからの信号を受信し、前記プロセッサに前記
信号を通信する、モバイルデバイス。
【請求項１５】
　前記プロセッサが、さらに、前記アンテナを介して位置支援サーバに前記支援データを
通信する、請求項１４に記載のモバイルデバイス。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００８１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００８１】
　[0088]いくつかの実施形態を説明したが、本開示の趣旨から逸脱することなく、様々な
変更形態、代替構成、および等価物が使用され得る。たとえば、上記の要素は、より大き
いシステムの構成要素にすぎないことがあり、他のルールが、本発明の適用例よりも優先
するかまたはさもなければ本発明の適用例を変更し得る。また、上記の要素が考慮される
前に、考慮されている間に、または考慮された後に、いくつかのステップが行われ得る。
したがって、上記の説明は、本開示の範囲を限定しない。
　以下に、本願出願の当初の特許請求の範囲に記載された発明を付記する。
　［Ｃ１］
　コンピューティングデバイスを使用して、複数のアクセスポイントの各アクセスポイン
トのための識別子を使用して第１の領域内の前記複数のアクセスポイントを識別すること
と、
　前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントに位置支援品質値を関連付けること
と、
　前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントの前記位置支援品質値に基づいて前
記複数のアクセスポイントのサブセットを選択することと、
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　前記複数のアクセスポイントの前記サブセットのための識別子を含む支援データを生成
することと
を備える方法。
　［Ｃ２］
　位置サービスに対する要求に応答してモバイルデバイスに前記複数のアクセスポイント
の前記サブセットに関する前記支援データを通信することをさらに備える、Ｃ１に記載の
方法。
　［Ｃ３］
　前記位置支援品質値が、以前に決定されたベンダーの優先順位に基づく第１の品質値を
備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ４］
　前記位置支援品質値が、特定のベンダーに関連付けられたアクセスポイントの数に基づ
く第２の品質値を備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ５］
　前記位置支援品質値が、モバイル側チップに関連付けられた値を備える、Ｃ１に記載の
方法。
　［Ｃ６］
　前記位置支援品質値が、水平精度低下率（ＨＤＯＰ）値を備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ７］
　前記位置支援品質値が、受信信号強度インジケーション（ＲＳＳＩ）ヒートマップ品質
値を備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ８］
　名前品質値と、名前量値と、モバイル品質値とを使用して前記位置支援品質値を計算す
ることをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ９］
　前記位置支援品質値を計算することが、さらに
　アクセスポイントの第１のグループを識別するために、前記複数のアクセスポイントの
各々の前記名前品質値、前記名前量値、および前記モバイル品質値から前記アクセスポイ
ントの第１のグループを決定することと、
　前記アクセスポイントの第１のグループの各アクセスポイントに関する水平精度低下率
（ＨＤＯＰ）情報と受信信号強度インジケーション（ＲＳＳＩ）ヒートマップ情報とを受
信することと、
　前記ＨＤＯＰ情報および前記ＲＳＳＩヒートマップ情報から信号品質値を計算すること
と、
　前記信号品質値を使用して前記位置支援品質値をさらに計算することと
を備える、Ｃ８に記載の方法。
　［Ｃ１０］
　前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントの前記位置支援品質値に基づいて前
記複数のアクセスポイントの前記サブセットを選択することが、前記複数のアクセスポイ
ントの前記サブセットからモバイルチップセットを有するものとして識別されたアクセス
ポイントを排除することを備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１１］
　位置支援サーバに前記支援データを通信することをさらに備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１２］
　前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントのための前記識別子を使用して前記
第１の領域内の前記複数のアクセスポイントを識別することが、
　前記第１の領域内の第１の位置で前記コンピューティングデバイスを備えるモバイルデ
バイスを使用して、前記複数のアクセスポイントの少なくとも第１の部分からの信号の第
１のセットを受信することと、
　前記第１の領域内の第２の位置で前記モバイルデバイスを使用して、前記複数のアクセ
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スポイントの少なくとも第２の部分からの信号の第２のセットを受信することと、
　前記複数のアクセスポイントの前記第１および第２の部分の各アクセスポイントに前記
複数のアクセスポイントの各アクセスポイントのための前記識別子に対応する識別子の第
１のセットを関連付けることと
を備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１３］
　前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントのための前記識別子を使用して前記
第１の領域内の前記複数のアクセスポイントを識別することが、
　単一のアクセスポイントに関連付けられた複数のメディアアクセス制御（ＭＡＣ）を識
別することと、
　前記単一のアクセスポイントに関連付けられた前記複数のＭＡＣを仮想アクセスポイン
トに合併することと、
　前記仮想アクセスポイントに第１の識別子を割り当てることと
を備える、Ｃ１に記載の方法。
　［Ｃ１４］
　前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントに前記位置支援品質値を関連付ける
ことが、前記仮想アクセスポイントに第１の位置支援品質値を関連付けることを備える、
Ｃ１３に記載の方法。
　［Ｃ１５］
　プロセッサと、
　前記プロセッサに結合されたアンテナと、
　前記プロセッサに結合されたコンピュータ読み取り可能なストレージデバイスとを備え
、
　前記アンテナが、複数のアクセスポイントからの信号を受信し、前記複数のアクセスポ
イントの各アクセスポイントのための識別子を使用して第１の領域内の前記複数のアクセ
スポイントを識別する前記プロセッサに前記信号を通信し、
　前記プロセッサが、前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントに位置支援品質
値を関連付け、前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントの前記位置支援品質値
に基づいて前記複数のアクセスポイントのサブセットを選択し、前記複数のアクセスポイ
ントの前記サブセットのための識別子を含む支援データを生成する、モバイルデバイス。
　［Ｃ１６］
　前記プロセッサが、さらに、前記アンテナを介して位置支援サーバに前記支援データを
通信する、Ｃ１５に記載のモバイルデバイス。
　［Ｃ１７］
　前記プロセッサが、さらに、前記複数のアクセスポイントからの前記信号を使用してＲ
ＳＳＩマップデータを計算し、前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントの前記
位置支援品質値が、前記ＲＳＳＩマップデータに基づいている、Ｃ１５に記載のモバイル
デバイス。
　［Ｃ１８］
　支援データを提供する方法を実行するためのコンピュータ可読命令のコンピュータプロ
グラム製品を備え、前記方法が、
　コンピューティングデバイスで、第１の領域内の複数のアクセスポイントに関連付けら
れた少なくとも１つの信号を受信することと、
　前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントのための識別子を使用して前記複数
のアクセスポイントを識別することと、
　前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントのための前記識別子に位置支援品質
値を関連付けることと、
　前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントの前記位置支援品質値に基づいて前
記複数のアクセスポイントのサブセットを選択することと、
　前記複数のアクセスポイントの前記サブセットのための識別子を含む支援データを生成
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することと
を備える、非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
　［Ｃ１９］
　前記コンピューティングデバイスが、位置支援サーバを備え、前記少なくとも１つの信
号が、前記複数のアクセスポイントの少なくとも一部と通信する第１のモバイルデバイス
から受信される、Ｃ１８に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
　［Ｃ２０］
　前記方法が、さらに、
　第２のモバイルデバイスから、前記第１の領域に関連付けられた前記支援データに対す
る要求を受信することと、
　前記コンピューティングデバイスから前記第２のモバイルデバイスに、前記複数のアク
セスポイントの前記サブセットのための前記識別子を含む前記支援データを通信すること
と
を備える、Ｃ１９に記載の非一時的なコンピュータ可読記憶媒体。
　［Ｃ２１］
　複数のアクセスポイントの各アクセスポイントのための識別子を使用して第１の領域内
の前記複数のアクセスポイントを識別するための手段と、
　前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントに位置支援品質値を関連付けるため
の手段と、
　前記複数のアクセスポイントの各アクセスポイントの前記位置支援品質値に基づいて前
記複数のアクセスポイントのサブセットを選択するための手段と、
　前記複数のアクセスポイントの前記サブセットのための識別子を含む支援データを生成
するための手段と
を備えるコンピューティングデバイス。
　［Ｃ２２］
　位置サービスに対する要求に応答してモバイルデバイスに前記複数のアクセスポイント
の前記サブセットに関する前記支援データを通信するための手段をさらに備える、Ｃ２１
に記載のデバイス。
　［Ｃ２３］
　名前品質値と、名前量値と、モバイル品質値とを使用して前記位置支援品質値を計算す
るための手段をさらに備える、Ｃ２１に記載のデバイス。
　［Ｃ２４］
　前記アクセスポイントの第１のグループを識別するために前記複数のアクセスポイント
の各々の前記名前品質値、前記名前量値、および前記モバイル品質値からアクセスポイン
トの第１のグループを決定するための手段と、
　前記アクセスポイントの第１のグループの各アクセスポイントに関する水平精度低下率
（ＨＤＯＰ）情報と受信信号強度インジケーション（ＲＳＳＩ）ヒートマップ情報とを受
信するための手段と、
　前記ＨＤＯＰ情報および前記ＲＳＳＩヒートマップ情報から信号品質値を計算するため
の手段と、
　前記信号品質値を使用して前記位置支援品質値を計算するための手段と
をさらに備える、Ｃ２１に記載のデバイス。
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